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（財）日本水土総合研究所 

水田農業におけるため池が果たす国土保全 
 

１１．．  国国土土保保全全にに対対すするる国国民民的的関関心心  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

－[集中豪雨]による甚大な洪水被害－ 

＜天竜川における渇水日数の変化＞ 

＜日本における真夏日の将来予測＞ 

2050 年の真夏日≧100 日 
※国立環境研究所,東京大学気象システム研究センターによる予測 

－[カラ梅雨]による深刻な渇水－ 

＜近年の豪雨被害＞ 

北海道
死者 6 名 行方不明者 5 名
浸水(床上･床下)

九州,四国,近畿,北陸,東海
死者 26 名 行方不明者 1 名
浸水(床上･床下)≒20,000棟
四国,北部九州,近畿,東海,甲信
死者 95 名 行方不明者 3 名
浸水(床上･床下)≒55,000棟
福井,新潟,福島
死者 15 名 行方不明者 -- 名
浸水(床上･床下)≒8,300棟

九州,四国,山陽,関東
死者 26 名 行方不明者 3 名
浸水(床上･床下)≒23,600棟

九州,山陰,長野
死者 9 名 行方不明者 2 名
浸水(床上･床下)≒9,000棟

梅　雨

梅　雨

台風14号

10月

9月

8月 台風10号

台風21号

台風23号

≒440棟
平成15年

平成16年

平成18年

平成17年 9月

7月

7月

人口一人当たりの降水量(m3/年/人)

26,697

11,413

9,847

7,086

5,141

5,150

22,881

オーストラリア 

カ　　ナ　　ダ 

ニュージーランド

アメリカ合衆国 

サウジアラビア 

フ ィ リ ピ ン  

フ  ラ  ン  ス　

中            国　

日            本　

世  界  平  均　

194,705

173,697

152,317

資料：平成12年版「日本の水資源」国土庁より

年間平均降水量(mm/年)

973

1,714

660

750

2,360

100

760

2,010

522

460

日本は年間降水量は多いが、人口一人当たり換算
では決して水量は豊富とは言えない。 

H16 年台風 21 号により決壊した淡路島の老朽ため
池(下写真:上流から下流を望む)。一歩間違えば下流民家
に甚大な被害が発生した。農村の過疎･高齢化等により
管理不十分な老朽ため池が増加していることが問題。 

旧堤体 

S50～S59年 17日/年

S60～H 6年 34日/年

H 7～H16年 72日/年

平成の大渇水であるH6
年を除くH7～16年で
も大幅に渇水日数が増
加している。

＜人口一人当たりの降水量＞ 
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２２．．  洪洪水水防防災災・・水水資資源源保保全全へへのの取取りり組組みみ  
 

３３．．  たためめ池池のの持持つつ国国土土保保全全機機能能のの検検証証  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

４４．．  今今後後のの検検討討方方向向とと課課題題  

親子池 

氾濫域 

時刻別 

湾 

排水河川 

【洪水調節機能のビジュアル化】 【全国ベース洪水調節機能】 【全国ベース正常流量安定機能】 

□「二次元不定流解析法」導入 
 
□GISハザードマップ及び動画導入 
 
□山口県大正池によるｼﾐｭﾚｰﾄ 
・ため池存在による洪水調節効果 

の定量化 
通常利用:20年確率洪水被害を防止 
積極管理:50年確率洪水被害を防止 

・決壊時(土石流)の被害想定 
 被害額＝８.4億円 
 

□現況利用により発生する効果 
・夏期平均空容量≒5.2～10.4億m3 
・ダム建設費換算≒0.6～1.１兆円 
※有効貯水量1m3あたり事業費をダム

年鑑より算出（1,065円/m3） 
 
□積極的管理により発生する効果 
・かんがい末期空容量≒6.8～12.8億m3 
・ダム建設費換算≒0.7～1.4兆円 
 
□決壊防止効果 
・被害軽減額≒1.7兆円 
※全国のため池の10％が決壊の 

可能性があるとして算出 

□渇水年の還元量（全量利用） 
・河川還元量＝15.0 億 m3 

×369m3/千 m3≒５.５億 m3 

・ダム建設費換算≒0.6 兆円 
※取水量15億m3は、全国のため

池有効貯水量(ため池ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ) 

□平水年の還元量（通常利用） 
・河川還元量＝10.4 億 m3 

×369m3/千 m3≒３.８億 m3 

・ダム建設費換算≒0.4 兆円 
※取水量10.4億m3は、モデル地

区の運用を元に試算 

※単位還元量369 m3/千m3は、

水路ロスを10％、減水深に対す

る浸透量比率を77.4％、平均還

元率を53％として算出 

空き 容量

洪水調節

かんがい用水
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